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問題と目的
1．社会的養護
　昭和26年（1951）に制定された児童憲章の二では「す
べての児童は，家庭で，正しい愛情と知識と技術をもつ
て育てられ，家庭に恵まれない児童には，これにかわる
環境が与えられる」と述べられ，児童福祉法（1947制定，
最終改正2011）第 1 条の 2 では，「すべて児童は，ひと
しくその生活を保障され，愛護されなければならない」
とある。さらに児童福祉法第 2 条では，「国及び地方公
共団体は，児童の保護者とともに，児童を心身ともに健
やかに育成する責任を負う」とされている。国及び地方
公共団体には何らかの理由で養育することができない保
護者をもつ児童を育成する責任がある。児童虐待等の理
由から，家庭での養育が困難な子どもを乳児院や児童養
護施設等で養育することを「社会的養護」と呼ぶ。社会
的養護を実際に行う具体的な施設としては乳児院や児童
養護施設，里親がある。
　児童虐待に関する相談件数の増加等に伴い，児童養護
施設等の社会的養護の下で暮らす子どもの数は増加傾向
にある。厚生労働省（2014）の「社会的養護の現状につ
いて」によると，平成25年10月の乳児院の入所児童数は
3,069人，児童養護施設の入所児童数は28,831人で，この
数十年で入所児童数は乳児院が約 2 割増し，児童養護施
設が約 1 割増しとなっている。
2 ．児童養護施設
　社会的養護で育つ子どものうち，幼児が入所する施設
に児童養護施設がある。児童福祉法第41条で，「児童養
護施設は，保護者のない児童（乳児を除く。ただし，安
定した生活環境の確保その他の理由により特に必要のあ
る場合には，乳児を含む。以下この条において同じ。），
虐待されている児童その他環境上養護を要する児童を入
所させて，これを養護し，あわせて退所した者に対する
相談その他の自立のための援助を行うことを目的とする
施設とする」とされている。
　厚生労働省（2014）の「社会的養護の現状について」
によると，児童養護施設に入所している子どものうち半
数以上が虐待を受けており，障害等のある児童も増加傾
向にある。したがって，児童養護施設で暮らす子どもの
処遇も複雑化しているといえる。滝川（2012）は，家庭
において愛されるべき養育経験と全く反対のものを受け
続けると，子どもは他人への激しい不信ややり場のない
怒りと攻撃感情により，人間関係を困難にしてしまい，
虐待から少しでも身を守る必要上，特異なこころの働き
が生み出され，それが理解しがたい振舞いとなって表れ
ることを指摘している。また，青木（2015）は，被虐待
児の対人関係の困難さとして， 6 つのパタンを挙げて
いる。 1 つ目は他者に対して命令的で懲罰的であること，
2 つ目は強迫的に他者の面倒を見ようとすること， 3 つ
目は圧倒的に恐ろしい他者に対して，過服従の態度をと
り続けること， 4 つ目は自己を危険にさらす行動を頻繁
に繰り返すこと， 5 つ目は抑うつ的な引きこもり，不登
校に陥ること， 6 つ目は表面的な親しさをもっていろい
ろな人々やグループに躊躇なく接近することである。
3 ．児童養護施設と学校の連携
　厚生労働省（2012a）の「児童養護施設運営指針」で
は「幼稚園，小・中学校，高等学校，特別支援学校など
子どもが通う学校と連携を密にする」と明記されている。
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また，厚生労働省（2012b）の「児童養護施設運営ハン
ドブック」では，児童養護施設の子どもは学校不適応の
問題を抱えていることが多く，生き生きとした学校生活
を送れるようにするため，児童養護施設と学校との連携
は重要であると述べられている。
　村松・保坂（2016）によると，児童養護施設と小学校
との連携の課題として，プライバシー保護との兼ね合い
から情報共有に関して互いに自主規制していることや，
施設の方針がわからないことで学校側が困惑することが
挙げられている。この研究から児童養護施設と学校との
連携の実態や課題はある程度明らかにされているが，し
かし，就学前教育施設である幼稚園等と児童養護施設と
の連携については十分に明らかにされていない。
4 ．児童養護施設の幼児の就学前教育施設の利用
　坪井（2017）が実施した「児童養護施設の幼児の生活
実態調査・2015」によれば，児童福祉施設に入所する
4 ，5 歳児の就学前教育機関の利用率は87. 9％で，全国
の 4 ，5 歳児の利用率100％に比して約12％低い。また，
利用している施設は，幼稚園74. 3％，認定こども園8. 6％，
保育所3. 7％と幼稚園が約 7 割と多い。児童養護施設の
幼児の通う就学前教育施設のうち幼稚園が約 7 割を占め
る一方で保育所の利用率が低い背景には福祉の「二重措
置」の回避がある。これは，児童養護施設も認可保育所
と同じ児童福祉施設であることから，同じ子どもに二通
りの措置をする「二重措置」となることを避けるとい
うものである。ただし，坪井（2017）によれば，関係す
る制度には児童養護施設の幼児の保育所利用を「二重措
置」とする文言は見当たらず，児童養護施設の幼児の保
育所利用を「二重措置」とすることは，児童養護施設自
身の「自主規制」や都道府県・児童相談所等の関係機
関の「牽制」が働いている状況があると指摘されている。
一方で幼稚園は児童福祉施設ではないため，児童養護施
設の幼児が幼稚園に通うことは「二重措置」に当たらな
い。また児童養護施設で暮らす幼児の幼稚園就園にかか
る費用は児童入所施設措置費に含まれており，幼稚園に
就園し，幼稚園就園に必要な入学金，保育料，制服など
の実費（寄付金を除く）を合算した額が措置される。
5 ．就学前教育の重要性
　近年，国際的にも幼児教育の重要性が指摘されている
（Heckman, 2013／2015）。質の高い保育・幼児教育はそ
の後の人生において持続的で肯定的な影響をもたらし，
その影響は貧困等のリスクの高い子どもにおいてより大
きいことが指摘されている。児童養護施設の幼児は虐待
等の影響から発達上の課題を抱えやすいことから，質の
高い保育・幼児教育がより一層必要であるといえる。
　また，近年，幼児教育と小学校教育の接族の重要性が
指摘され（文部科学省，2010），幼保小接続カリキュラ
ムがさまざまな自治体等で策定され，実践されている浦
安市，2013；草加市，2015）。また，平成29年 3 月31日
に告示され，平成30年度より実施の幼稚園教育要領，保
育所保育指針，幼保連携型認定こども園教育保育要領の
3 法令全てに共通して，「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」として，「健康な心と体」「自立心」「協同性」
などの10項目が新たに記載された。これらの観点を保育
者が 5 歳児後半の指導を行う際に考慮したり，保育者と
小学校の教員との間で幼児期の終わりの姿について共通
理解を図ることで，幼児教育と小学校教育との接続の充
実を図ることが求められている。これらの幼保小の接続
期カリキュラムは，保育所や幼稚園，認定こども園等に
就園していなければ経験することができない。したがっ
て，幼児期に育まれる様々な資質や能力を養い，円滑に
小学校に就学するためにも，児童養護施設の幼児が就学
前に幼稚園等で保育・幼児教育を受けることは非常に重
要であるといえる。
　前述したように，児童養護施設で暮らす 4 ，5 歳の約
7 割は幼稚園に就園している。児童養護施設の幼児が幼
稚園生活を安心して送るためには，児童養護施設と幼
稚園等との連携が必要不可欠である。しかし，平成29
年 3 月31日告示の新しい幼稚園教育要領（文部科学省，
2017）では，「第 3 章　教育課程に係る教育時間の終了
後に行う教育活動などの留意事項」において従来と同様
に「家庭との緊密な連携を図るようにすること」とある
が，児童養護施設との連携については記されていない。
また，同幼稚園教育要領（文部科学省，2017）では，第
1 章総則の「第 5 　特別な配慮を必要とする幼児への指
導」において「障害のある幼児などへの指導」について
記載が充実し，「海外から帰国した幼児や生活に必要な
日本語の習得に困難のある幼児の幼稚園生活への適応」
については新たに記載がされたが，児童養護施設の幼児
への配慮については記載がない。
　幼稚園と施設との連携や，幼稚園における児童養護施
設の幼児への配慮については，各施設，各幼稚園におい
てさまざまな取り組みが実施されていると考えられる。
しかし，それに関する研究は少なく，その実態は十分に
明らかでない。そこで本研究は，児童養護施設と幼稚園
との連携についてその実態を点となる幼稚園就園に焦点
を当て，その詳細を明らかにすることを目的とする。
方　　法
調査協力者：幼稚園に通う幼児のいる児童養護施設 3
施設の職員 4 名（Ａ施設 2 名，Ｂ施設とＣ施設各 1 名）。
児童養護施設の幼児が通園する 2 幼稚園（私立Ｘ園，私
立Ｙ園）の教職員 2 名。このうち，Ａ施設の幼児はＸ園
に，Ｃ施設の幼児はＹ園に就園している。
調査期間・日時：2016年 5 月から2016年10月までの期間
に，Ａ施設は 2 名の職員に各 1 時間程度，他の施設・幼
稚園は各 1 時間程度のインタビューを実施した。
調査方法：半構造化面接におけるインタビュー調査を各
施設・幼稚園の回答の逐語録を作成した。それらの逐語
録を，定性的コーディング（佐藤，2008）を参考にして，
コーディングを行った。定性的コーディングとは，個々
の具体的な事実を基にして一般的な原理や法則を導き出
すという帰納法によるコーディングの手法である（佐
藤，2008）。具体的には，それぞれの施設，幼稚園ごと
のインタビュー記録から，その部分に書かれている内容
の小見出しを付けていき，オープンコーディングを行っ
た。さらに，比較的少数の概念的カテゴリーに対応する
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コーディングを割り振っていき，より抽象度の高い見出
しをつけ，焦点的コーディングを行った。
質問項目：児童養護施設の幼児の幼稚園就園の経緯や，
児童養護施設と幼稚園との連携等に関する質問項目のう
ち，「児童養護施設の幼児の幼稚園就園の経緯」につい
ての回答を分析対象とした。
結果と考察
1．児童養護施設の幼児の幼稚園就園に関する，児童養
護施設職員の語りの分析
　児童養護施設の幼児（以下，「施設幼児」と記す）の
幼稚園就園に関する 3 施設語りのうち，主に現在の施
設幼児の就園に関する語りを分析した結果を表 1 に示
す。表 1 に示す通り，施設職員の語りから，11のオープ
ンコードと，それらの中で意味内容の類似するものをさ
らにまとめた 4 つの焦点的コードが生成された。以下に，
4 つの焦点的コード【園に通っていなかった理由】【就
園する理由】【施設幼児が就園しにくい理由】【現在の園
就園の経緯】ごとに，その内容を述べる。なお，以下で
はオープンコードは《　》，焦点的コードは【　】で示す。
また「」で示した語りの末尾の（）は施設・幼稚園名を
表す。
　【園に通っていなかった理由】は《施設の園内保育》
から成り，「なぜかというと園内保育をしていて」（Ａ） 
などと語られていた。「本当は行かせたいけど行ける幼
稚園もないので」（Ａ）という語りからは，幼稚園に就
園させたいがそれができないために施設での園内保育を
消極的に選択していることが伺える。Ａ施設では児童福
祉施設でもある児童養護施設で日中も保育をしていたこ
とが幼稚園に就園していなかった理由の一つとなっている。
　【就園する理由】は，《生活の場の固定の防止》《小学
校入学に向けた経験》《同年代集団の保障》の 3 つの
オープンコードから成る。《小学校入学に向けた経験》
《同年代集団の保障》はともに小学校入学を見据え，地
域のさまざまな同年齢児との集団生活への適応を願う
ものであるといえる。具体的には，「逆に施設の子ども
たちが園内保育でずっといて，学校あがるよっていって
も友達ができないんですね。要は保育所，幼稚園にいる
お友達ができて学校に上がって一緒に行くから（略）」
（Ａ），「やっぱり集団生活っていうものにね，慣れさせ
ていくっていうのがまあ一番大きな理由かな」（Ｂ）な
どと語られた。また，《生活の場の固定の防止》は，前
述の《施設の園内保育》によって幼児が 1 日中施設で生
活することの影響を懸念したものであり，その中には施
設外で友達ができないことも含まれている。
　しかし，【施設幼児が就園しにくい理由】を構成する
オープンコードとその語りからは，施設幼児の幼稚園就
園が必ずしも容易ではないことが示されている。《施設
の立地による通園できる園の少なさ》の，「児童養護施
設って基本的に校外に点在していて」（Ａ）という語り
は，後述する【現在の園就園の経緯】の《施設までの送
迎バス》で，「送迎バスもここまで来てくれる幼稚園し
かないから，そういう幼稚園がたった一つしかないとい
う理由です」（Ｃ）という語りに対応するものであると
言える。《児童福祉施設の二重措置の禁止》は，「問題と
目的」で指摘した通り，児童養護施設や関係機関で行わ
れている実態を示している。「立地」は地理的な制約で
あり条件が整えば，施設幼児の就園が可能となるといえ
るが，その一方で，《施設幼児に対する偏見》は，施設
幼児を取り巻く幼稚園や地域の在り方全体にもかかわる
複雑な状況を示唆している。Ａ園の語りでは複数の幼
稚園に施設幼児の就園を断られたことが語られ，「中に
は養護施設の子に対して偏見がおありなのかなって。」
（Ａ）などとあるように，施設幼児がすなわち障害のあ
る幼児だと幼稚園側が捉え，それを理由に就園を断わら
れる実態がうかがえる。
　【現在の園就園の経緯】は，《園の理念との一致》《園
の理解》《施設ができた当初からの園就園》《施設までの
送迎バス》の 4 つのオープンコードから成る。《園の理
解》は，【施設幼児が就園しにくい理由】の《施設幼児
に対する偏見》とは裏腹の関係にあると言える。このこ
とは，幼稚園側の児童養護施設や施設幼児に対する理解
の度合い次第で，施設幼児の就園が左右される状況を示
唆しているといえる。また《園の理念との一致》の「礼
儀正しさとか文武両道」（Ｂ）や《園の理解》の「博愛
の精神」（Ａ）といった，園の理念も施設幼児の就園と
関連している。その場合，施設が園の理念に共感する場
合と，園の理念が施設幼児受け入れにつながる場合とが
あるといえる。
2 ．児童養護施設の幼児の幼稚園就園に関する，幼稚園
教職員の語りの分析
　児童養護施設の幼児の幼稚園就園に関する 2 園の語り
のうち，主に現在の施設幼児の就園に関する語りを分析
した結果を表 2 に示す。表 2 に示す通り，幼稚園教職員
の語りから，10のオープンコードと，それらの中で意味
内容の類似するものをさらにまとめた 4 つの焦点的コー
ドが生成された。以下に， 4 つの焦点的コード【施設幼
児就園前の関わり】【他の保護者や地域の反応】【他園で
の施設幼児の出来事】【施設幼児を受け入れた経緯】ご
とに，その内容を述べる。
　【施設幼児就園前の関わり】は，《施設の園探し》《施
設幼児就園前の話し合い》の 2 つのオープンコードから
成る。施設が施設幼児が就園可能な園を探しているなか
で幼稚園が相談を受けるなど，就園前から施設と園とで
やりとりを行い，話し合いを進めていることがわかる。
　【他の保護者や地域の反応】は，《施設幼児就園による
他の保護者の敬遠の不安》と《施設幼児就園に関する
地域の保護者の噂話》から成る。「施設の幼児を受け入
れることによって，Ｙ園に就園することを敬遠する保
護者がでてくるのではないかという不安があった」（Y），
「地域の保護者の中で，施設の幼児がどこに入るのか噂
話になることもある」（Y）と語られており，これは前
節の【施設幼児が就園しにくい理由】の《施設幼児に対
する偏見》とも関連する内容であると言える。これらの
オープンコードの語りはＹ園のみで語られたが，これに
関連する語りは，他の施設，園の分析対象としていない
語りでもみられた。具体的には，Ａ施設の幼児の幼稚園
就園後に他の保護者から疑問や質問があったということ
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表 1　児童養護施設の幼児の幼稚園就園に関する，児童養護施設職員の語り
焦点的
コード
オープン
コード 語りの内容
園に通って
いなかった
理由
施設の園内
保育
もともとここの園舎が古い園舎の時があって，で，建て替えをしたのが 9 年前，大森先生が来る前に建て替え
をしたんです。でもＳ園さんに通わせていただいていて，でＳ園さんが閉められるということで途切れていた
んですけど，そのときは幼児さんが 2 ， 3 歳の子だったので，施設で保育をしていました。（Ａ）
今から 9 年前くらいですかね，実は幼稚園に通っていなかったんです。なぜかというと園内保育をしていて。（Ａ）
本当は行かせたいけど行かせる幼稚園がないので園内保育っていって学校あがるまで施設で保育する。施設っ
て言って140人くらいの施設は幼児さんもいっぱいいますから，幼児室っていうのがあって幼児さんのことを日
中保育士さんが見てるっていうそういう形態の方が多かったんです。（Ａ）
通うような年齢の幼児さんが特にいなくて。そうですね。ちょうどうちの子が出る時に途切れているので，う
ちの子がそこでどうしようという感じではなくて。（Ａ）
就園する理
由
生活の場の
固定の防止
なぜかというと，一つは集団生活のなかで園内保育だと朝から晩までずっとここが生活の場になっちゃうんで
すよ。（Ａ）
小学校入学
に向けた経
験
それともうひとつは，保育所行かせることもそうなんだけど，いまみんな子どもたちって保育所か幼稚園に行っ
てますよね。在宅でずっと見てるっていうのはまれになってきている。逆に施設の子たちが園内保育でずっと
いて，学校あがるよっていっても友達ができないんですね。要は保育所幼稚園にいるお友達ができて学校に上
がって一緒に行くから，いろいろから集まるけど，なんとなく仲のいい子がいてそれで仲良くなっていくてい
う感じですよね。園内保育でずっといくと，結局施設の子たちが固まるんですよね。それはよくないよねって
いうのと，（Ａ）
えっと，小学校に入るっていうことで経験を増やすっていうことと，（Ｃ）
今のところ幼稚園から小学校に通っている子っていうのは，あの適応はスムーズだよね。（Ｃ）
同年代集団
の保障
やはり同年代集団の保障ですよね。うちだって 4 人とか 5 人とかの幼児さんいますよ。だけど同年代集団って
いうのはまた逆に言えば施設の子で固まってしまうので，地域にいる同年代の幼稚園児さんの友達が増えてい
く。その子たちが一緒に学校に上がってまたお友達を増やしていくっていうのは，養護施設は特にそういう同
年代集団と一緒に学校に上がっていく，それを保障してあげることが大切だよね，っていうのでうちは幼稚園
に行かせたいと。（Ａ）
はい，入所の経緯なんですけど，ここも一応集団の生活を送っているんですけど，まあ集団であっても兄弟み
たいな感じなので，もっとより社会の集団に入ってもらって友達との関係であるとか，年相応の学びをやはり
やってもらいたいな，させてあげたいなという気持ちからやはり幼稚園には通わせてあげたいなっていう思い
があって，（Ｂ）
やっぱり集団生活っていうものにね，慣れさせていくっていうのがまあ一番大きな理由かな。（Ｃ）
施設幼児が
就園しにく
い理由
施設の立地
による通園
できる園の
少なさ
児童養護施設って基本的に郊外に顕在していまして（略）。保育園はあるんですけど幼稚園がないんですよ。幼
稚園があるっていうのは都市部だから田舎の方はそんなに多くないんですよね。（Ａ）
幸いうちは都市部にあるので幼稚園に行かせることになったんです。（Ａ）
近くにもう一つあるんですけど，そこと，あとバスで通えるとこと 3 園くらいかなと思うんですけど……。（Ａ）
児童福祉施
設の二重措
置の禁止
保育所っていうのは児童福祉施設なので，二重措置ができなくて，幼稚園っていう選択しかない。そうします
と近くに幼稚園があるかどうかになるんですね。（Ａ）
施設幼児に
対する偏見
ただね，ここからが課題でまああちこちお願いに行きました。でも断られました。中には養護施設の子に対し
て偏見がね，おありなのかなって（略）。やっぱり施設の子たちへの地域の偏見っていうのとか，悪い言い方す
ると幼稚園の先生方もそういう見方を，悪いっていうわけではなくて理解していただいてないのは我々の問題
なんだけど。やっぱり断られて断られて。（Ａ）
私が直接交渉にいったわけではないので，なかなか詳しい理由はわからないのですが，やっぱり施設というこ
とで偏見という形で捉えられてしまったのかなと思っております。なかなか施設を受け入れているっていう幼
稚園さんってなかなかないのかな……と。この辺で施設はうちしかないのでそうなんですけど……。（Ａ）
現在の園就
園の経緯
園の理念と
の一致
またいろいろ幼稚園とか入れるにあたって幼稚園の理念とか調べるじゃないですか。で調べるにあたって今う
ちの子たちが通っている幼稚園の理念とここでの理念とけっこう一緒な部分が，合致する部分があったのでそ
この幼稚園に通わせているっていうのがあって，けっこううち暮らしの学校っていう理念があっていろいろ約
束事とかあるんです，家訓とか。そういう礼儀正しさとかそういうのとあと文武両道であるとかそういういろ
いろな理念が幼稚園の理念と合致したのでここで幼稚園に入園させてあげたいなあっていう気持ちが強くなっ
てこの幼稚園を選びました。（Ｂ）
園の理解
本当にＸ幼稚園さんっていう園があって，Ｘさんもすごくうちに対して受け入れをしてくださってっていうと
こですね。それがまあ最初だったんです。（Ａ）
それでＸ幼稚園さん，道路わたるから15分くらいかかっちゃうんだけど。で，Ｘ幼稚園さんがお受けいただけ
るっていうことになったんですね。なぜ，Ｘさんがお受けいただけるかっていうとキリスト教の関係もあって
まあＸっていう名前ぐらいで。博愛の精神とかがあって，うちでよければってどうぞっていう形でＸさんにお
世話になっているっていう。（Ａ）
施設ができ
た当初から
の園就園
（こちらの施設は2013年から……）そうだね。（2013年から通われているんですか？）そうだね。最初から。（Ｃ）
やっぱりあの……今まで全員うちは幼稚園に入れてるから，正直入れていない子と入れている子の差が正直な
いんだよね。だから入れていることで達成されているかどうかっていうと比較するデータがないから，あの正
しいデータはないんだけど，（Ｃ）
施設までの
送迎バス
そこしかない……。そこしかないんだよね。来て分かった通り，駅から遠いし，ここから通える幼稚園ってい
うと送迎バスがあるところしかないんだよね。送迎バスもここまで来てくれる幼稚園しかないから，そういう
幼稚園がたった一つしかないという理由です。（Ｃ）
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が語られていた。したがって，児童養護施設や施設幼児
に対する理解不足や否定的なイメージを持つ地域や園の
他の保護者が存在するといえる。そして，そのことが施
設幼児の幼稚園就園を阻む要因になっていることが示唆
される。このことは，【他園での施設幼児の出来事】の
《他の施設幼児によるトラブル》といった情報が，伝聞
でさらに広がることで形成されている側面もあると考え
られる。
　【施設幼児を受け入れた経緯】は，《施設からの通いや
すさ》《同一施設幼児の同一園通園》《園の施設に対する
理解》《子どもの人権》《地域で施設幼児を育てる必要性》
の 5 つのオープンコードから成る。《施設からの通いや
すさ》は，前節の施設職員の語りの，【施設幼児が就園
しにくい理由】の《施設の立地による通園できる園の少
なさ》や，【現在の園就園の経緯】の《施設までの送迎
バス》に対応するものであり，施設から園への通園の可
能性や通園しやすさが，園側の受け入れにも影響を与え
ているといえる。また，《同一施設幼児の同一園通園》
は，施設幼児の幼稚園生活も含めた生活全体の在り方や，
施設職員の負担を考慮したものである。具体的には「Ａ
児童養護施設っておうちだと私たちは思っているので，
そのおうちからいろんな幼稚園に行っているっていうの
はおかしいじゃない？きょうだいで」（X）や，「あちこ
ちの施設に幼児さんが預けられるっていうことになっ
ちゃうと，養護施設だって大変になっちゃうよね」（X）
と語られた。《園の施設に対する理解》は，前節の施設
職員の語りの【現在の園就園の経緯】の《園の理解》に
対応するものであり，幼稚園長の社会的養護や施設幼児
に対する理解が，施設幼児就園を大きく支えることが示
唆される。そして，《子どもの人権》《地域で施設幼児を
育てる必要性》は，幼稚園教育に限らない，より大局的
な意味での子どもの幸福や地域・大人の役割に関する園
表 2　施設幼児の幼稚園就園に関する，幼稚園教職員の語り
焦点的
コード
オープン
コード 語りの内容
施設幼児就園
前の関わり
施設の園探し
子どもが少なくなっているから，そういう（幼稚園が）なくなるところもあるんですね。そういうケー
スも起こってしまっているから，で，今まで行っていた幼稚園が閉園してしまったから，次の受け入れ
先っていうのを探されていたんですよ。（Ｘ）
まあそれが，経緯があって，うちの私の前の園長がＡ児童養護施設からお話を受けて，園を探している
んだけどっていうことでご相談を受けて，（Ｘ）
Ｃ施設ができた時に集団生活の中に幼児を入れたいということで受け入れてくれる幼稚園を探していた。（Ｙ）
施設幼児就園
前の話し合い 受け入れの際は，園の中でよく話し合いをした。（Ｙ）
他の保護者や
地域の反応
施設幼児就園
による他の保
護者の敬遠の
不安
施設の幼児を受け入れることによって，Ｙ園に入園することを敬遠する保護者がでてくるのではないか
という不安があった。（Ｙ）
施設幼児就園
に関する地域
の保護者の噂
話
地域の保護者の中で，施設の幼児がどこに入るのかということが噂話になることもある。（Ｙ）
他園での施設
幼児の出来事
他の施設幼児
によるトラブル
他の施設の幼児を受け入れた園から，施設の幼児に関するトラブルが多く，そのトラブルを施設が十分
に対処してくれなかったこともあったことを聞いたことがあった。（Ｙ）
トラブルの例えとしては施設の幼児が他の幼児に手を出してしまうことがあったり，ものがなくなった
時に施設の幼児が疑われやすくなってしまったりすること。（Ｙ）
施設幼児を受
け入れた経緯
施設からの通
いやすさ
その手を挙げた二つの幼稚園があって，それでＡ児童養護施設さんがより近いっていえば近い？Ｘ幼稚
園，歩いて通える近さだし（Ｘ）
同一施設幼児
の同一園通園
Ｘ幼稚園はね，基本的にはＡ児童養護施設とのお約束としては 6 人，あのねＡ児童養護施設さんが幼児
さんは 6 人を基本的には受け入れることにしているのね。だからＡ児童養護施設さんの幼児さんはＸ幼
稚園でお引き受けしますということになっているので。（Ｘ）
あと実際的なことでもおんなじ，Ａ児童養護施設っておうちだと私たちは思っているので，そのおうち
からいろんな幼稚園に行っているっていうのはおかしいじゃない？きょうだいで。うん，なのでできる
だけＸ幼稚園でお引き受けしたいと思っています。なので 8 人になっちゃうんだけど， 8 月には，お引
き受けしたいと思っています。（Ｘ）
なので，その辺も連携っていえば連携をしています。Ａ児童養護施設さんで預かっているお子さんはＸ
幼稚園で基本的には預かりましょうっていうことで決めているので，そうしないと，幼稚園に行くって
バスで行くかもしれないし，まあいろんなケースがあると思うんだけども，あちこちの施設に幼児さん
が預けられるっていうことになっちゃうと，養護施設だって大変になっちゃうよね。行事だってその都
度，幼稚園ごとに別々にあったりとかするようなことも起こってしまうし，職員もそんなに送り迎えに
あてることができないってことになっちゃうと思うし，（Ｘ）
園の施設に対
する理解
まあＸ幼稚園の園長のその当時の園長の考えとか割とご理解があったようなんですね。それでＸ幼稚園
で引き受けてほしいということでご依頼を受けてお引き受けすることになりました。という経緯です。（Ｘ）
子どもの人権 しかし，そのような生育環境で育ってしまったことは子どものせいではなく，子どもにも人権がある。（Ｙ）
地域で施設幼
児を育てる必
要性
園の方針が「真心教育」ということもあり，地域で施設の幼児も温かく育てていくことが必要だと考え
たので受け入れを決めた。（Ｙ）
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の理念を反映しているといえる。《地域で施設幼児を育
てる必要性》の「園の方針が『真心教育』ということも
あり，地域で施設の幼児も温かく育てていくことが必要
だと考えたので受け入れを決めた」（Ｙ）という語りは，
施設幼児の就園の受け入れの判断には，その園の幼稚園
教育の根底にある理念にも支えられたものであることが
伺える。
総合的考察
　児童養護施設の幼児の幼稚園就園に関する，児童養護
施設職員と幼稚園の教職員の語りの分析から，明らかに
なったことを以下にまとめる。
・ 児童養護施設が施設幼児を幼稚園に就園させる理由に
は，小学校就学に向けて集団生活での経験や同年代集
団の保障がある。
・ 施設幼児の幼稚園就園は，施設の立地による幼稚園と
の距離や周囲の幼稚園の数などの地理的要因に左右さ
れる。
・ 施設幼児の幼稚園就園は，幼稚園側の児童養護施設や
施設幼児に対する園の理解に左右される。
・ 施設幼児の幼稚園就園では，施設の園探しの段階から，
施設と園とで就園について話し合いをしている。
・ 施設幼児の幼稚園就園にあたり，施設幼児に対する理
解不足や否定的なイメージを持つ園や地域の他の保護
者がいる。
・ 幼稚園が施設幼児の就園を受け入れる際には，園の児
童養護施設に対する理解や，園の理念等が支えとなる。
今後の課題
　幼稚園に幼児を通わせている児童養護施設や，施設幼
児を受け入れている幼稚園の数が限られていることから，
本研究の調査対象は， 3 施設， 2 園と少ない。今後は，
同様の調査を他の施設，幼稚園にも実施し，地域性等も
踏まえて，施設幼児の幼稚園就園の実態をさらに詳しく
明らかにする必要がある。
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